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忘れてはならないこと 

校長 立川 裕 

 

毎年３月の学校便りは自分自身心に留められるよう同じ内容で書いています。 

 

２０１１年３月１１日午後２時４６分、私は当時勤務している学校の体育館にいまし

た。不審者侵入対応訓練のために全校生徒が集まったところです。突然経験をしたことの

ないような地面の大きな動き、生徒たちは怖がってキャーキャー叫び、その場でしゃがみ

込んでいました。体育館の照明は大きく揺れています。とっさにマイクを取り「静かに。

照明の下は外して」と生徒に告げました。やや揺れが収まったところですぐに校庭に避難。

人生で初めての訓練ではない避難でした。校庭に出るとプールから水が地震の揺れであふ

れだし校庭が水浸し状態。落ち着いたところで生徒たちは下校していきました。職員室で

テレビの情報を見ると津波が陸地へ上がっていく映像でした。私は一度自宅まで自転車で

帰宅。我が家の前のうちは塀が道路に倒れていました。阪神淡路大震災の時に見た映像が

よみがえります。電車が止まっていたため同僚たちを自宅近辺まで送りに行こうと自家用

車に乗って再び職場へ向かい数人を乗せて都心へ向かうと道路はずっと渋滞。歩道には都

心から帰宅する歩行者であふれかえっていました。その日は夜中に帰宅。その後は福島の

原発事故等あり計画停電。街の半分が真っ暗などの経験をしました。学校の校舎もひびが

入り教室を変えたクラスもありました。 

あれから１４年、地震や津波の被害で亡くなった人は１万５９００人、行方不明者もい

まだに２５２０人だそうです。いわゆる「震災関連死」は去年１２月末の時点で３８０８

人となっていて東日本大震災による死者と行方不明者は「震災関連死」を含めると２万２

２２８人に上るそうです。また、原発事故や津波の影響で今なお避難生活を続けている人

は全国で約２万７千人近くいるそうです。３月１１日を迎えるたびに思い出します。震災

直後の避難訓練はそれはみな真剣そのものでした。今の中学１年生にとっては生まれる前

の出来事ではあると思いますがこれから先増々しっかりと伝えていかなければならない

出来事と実感しています。 

昨年の元日に能登半島地震が起こりました。ニュースでの映像は東日本大震災を思い出

させるようなものでした。今後南海トラフ地震の発生確率が３０年以内に８０％、首都直

下地震も高い確率で起こるといわれています。「明日かもしれない」そんな気持ちで知識

と心の準備はしておきたいですね。 

 



                                                                                          

劇と音楽の会（Ｉ組） ２月１４日に実施しました 

 多摩地区特別支援学級研究会主催の「劇と音楽の会」が２月１４日

（金）にハミングホールで行われました。多摩地区の特別支援学級が集

まり「劇」「合奏」「ダンス」などの発表をしました。Ｉ組では劇と合

奏『となりのトトロ』です。合奏と朗読と劇を織り交ぜ、観客からも笑

いもありとてもより発表となりました。 

学習発表会 ３月８日（土）に実施しました 

この１年間各教科で学習してきた成果を展示発表しました。美術、技術、家庭科や総合的な学習の時間で取

り組んできたこと、夏休みの宿題で取り組んだ社会科や理科の調べ学習、冬休みの宿題の書き初め、部活動で

取り組んだ内容など様々な作品の展示がありました。美術の「1億年後の生き物」は個性あふれる生き物た

ち、球体ポップアートはとても細かい細工がされていて、すてきなメッセージも隠されていました。今年度も

作品数も多くあり見ごたえのある展示となりました。 

    

  

 

  

３年家庭 指人形 

３年美術 球体ポップアップカード ～感謝の気持ちをカードに込めて～ 

２年美術 1億年後の生き物 学校運営協議会も当日に行いました。 

１年技術 木工作品 



                                                                                          

豊かな心を育む体験活動（1年生） ２月２８日に実施しました。 

２月２８日(木)の５，６時間目に 1年生は豊かな心を育む体験活動として留学生をお招きしました。各クラ

スに６から 7名の留学生に来ていただきその国の文化や歴史、教育についてなど教えていただきました。約２

０か国の留学生に囲まれ、グループに分かれた学習後わかって驚いたことなどグループごとに発表しました。

1グループ４から６名と少人数だったので、留学生の皆さんと有意義な時間を過ごすことができました。 

   

キャリア教育＆金融教育（３年生） ３月４日、６日に実施しました 

 ３年生は４日の４時間目にハッシャダイソーシャルの森本瑛様をお招きしてキャリア教育、６日は明治安田

生命の方をお招きして金融に関する講演を行いました。キャリア教育では『choose your life それでも人生

は選べる』というテーマでご自身の経験から卒業後の人生に向けてお話しをしていただきました。金融教育で

はお金が人生でいくらくらいかかるのかという話から、より良い人生を送るためには貯金と保険と投資が大切

だというお話しでした。 

   

 

 

 

 

性に関する講演（２年生） ３月１１日に実施しました 

 ２年生は１１日の５時間目にロビンの空クリニック助産師の

新井田麻子様をお招きして、性に関する講演を行いました。こ

れは学年の PTA 役員さんが主催の行事です。保健体育の授業で

学んだ生命の始まりから、男女の心と体の違い、ホルモンの影

響など今の中学生にあった講演でした。インターネットや SNS

の普及により世の中には様々な情報があふれています。また性

については親や先生とは話しにくいこともあります。保護者と

生徒とともに講演をきくことができ、性について考えるよい機

会となりました。 

部活動等・生徒の活動１ 

＜吹奏楽部＞  

第１０回東京都吹奏楽新人大会Ｂ部門 銀賞  

第５８回東京都中学生アンサンブルコンテスト 金賞 



                                                                                          

部活動等・生徒の活動２ 

＜令和６年度体育優良生徒・努力生徒＞ 

＜令和６年度東京都産業教育振興会優良生徒＞ 

＜令和６年度中学生人権作文コンテスト＞ 

協議会長賞  

＜陸上部＞ 第６３回東京都中学校ロードレース大会 

女子２・３年２ｋｍ 第７位 ７分５１秒   

４月の予定 

４月 
令和７年度の主な予定 

日 曜 学校行事 日 曜 学校行事 

１ 火  １６ 水 専門委員会 【５月】 

２日 引き取り訓練 

９日 プレ定期考査 

３１日 運動会 

【7 月】 

１～３日 期末考査 

２２～２８日 三者面談 

【９月】 

７～９日 修学旅行（３年） 

２０日 道徳授業地区公開講座 

２９，３０日 中間考査 

【１０月】 

２３日 合唱コンクール 

２８～4日 三者面談(3年・I 組) 

【１１月】 

１７～１９日 期末考査 

【12 月】 

３～10日 三者面談 

【１月】 

２７～２９日 スキー教室（１年・Ｉ組） 

【２月】 

６日 校外学習（２年） 

２５～２７日 学年末考査 

【３月】 

１４日 学習発表会 

１８日 卒業式 

２ 水  １７ 木 全国学力状況調査 

３ 木  １８ 金 保護者会（１年・Ｉ組） 

４ 金 春季休業終 １９ 土  

５ 土  ２０ 日  

６ 日  ２１ 月 生徒会朝礼 

７ 月 着任式 始業式 ２２ 火 眼科検診 

８ 火 入学式 ２３ 水 保護者会（２年） 耳鼻科検診 

９ 水 対面式   職員会議 ２４ 木  

１０ 木 身体計測 ２５ 金 尿検査 

１１ 金 避難訓練 ２６ 土 土曜授業 

１２ 土   ２７ 日  

１３ 日  ２８ 月 振替休業日 

１４ 月  ２９ 火 昭和の日 

１５ 火  ３０ 水 保護者会（３年） 

行事予定については3月 1４日現在の予定です。 

令和７年度の年間行事予定は、4月になりましたら配布いたします。 

お知らせ 

例年東京都教職員の人事異動に関して４月１日の新聞発表により確認できましたが、今年度は３月２０日にプレ

ス発表することになりました。 

 


